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テ
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井
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キ
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田
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子
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一
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洋
三

地
頭
・
三
武

孝
、
副
地
頭
・
山
形
隆
康
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シ
テ

棟
居

禮
子

ワ
キ

中
尾

操

地
頭
・
橋
本
鏡
子
、
副
地
頭
・
菅
原
秀
子

子
方

堤

美
代
子

ツ
レ

糸
井
多
倍
子

昭

君

シ
テ

北
島

大
靖

ワ
キ

姥
澤

賢

地
頭
・
田
中
昭
生
、
副
地
頭
・
越
後
貫
隆

附
祝
言

終
演
午
後
四
時
四
十
分
目
標

注
①

連
吟
の
範
囲
、「
賀
茂
」
＝
六
丁
裏
ワ
キ
「
心
か
ら
に
て
・
・
よ
り
、
ロ
ン
ギ
留
ま
で
。

「
熊
野
」
＝
十
三
丁
裏
シ
テ
「
の
お
の
お
・
・
よ
り
最
後
ま
で
。

「
鞍
馬
天
狗
」
＝
四
丁
表
シ
テ
「
思
い
よ
ら
ず
や
・
・
よ
り
、
七
丁
表
の
上
歌
留
ま
で
。

「
木
賊
」
＝
サ
シ
、
ク
セ

②

番
組
が
豊
富
な
た
め
、
地
謡
は
運
ん
で
謡
っ
て
く
だ
さ
い
。「
朝
長
」
は
、
ク
リ
、
サ
シ
、
ク
セ
を
省
略
。

ま
た
、
進
捗
状
況
に
応
じ
て
他
の
曲
も
地
謡
の
一
部
を
省
略
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③

仕
舞
の
地
謡
担
当
は
、
第
一
グ
ル
ー
プ
（
巻
絹
ほ
か
）
＝
平
戸
、
青
山
、
橋
本
、
渡
邉
、
北
島

第
二
グ
ル
ー
プ
（
笹
之
段
）

＝
平
戸
、
三
武
、
小
島
、
小
林
、
一
坂
。

袴
後
見
は
、
地
頭
右
隣
り
の
方
に
お
願
い
し
ま
す
。

④

会
費
は
、
基
本
会
費
は
今
回
頂
き
ま
せ
ん
。
既
定
の
役
料
を
徴
収
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

会
の
当
日
、
会
計
幹
事
に
よ
り
徴
収
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

⑤

昼
食
時
間
は
特
に
設
け
ま
せ
ん
。

⑥

各
自
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
で
、
飲
み
物
と
昼
食
用
の
お
弁
当
な
ど
を
ご
用
意
下
さ
い
。

⑦

会
終
了
後
、「
一
の
蔵
」
で
簡
単
な
懇
親
会
を
催
し
ま
す
。
会
費
は
別
途
徴
収
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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）


